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【条例関係】
議案件名 概　　　　　　　　　要 審議結果

特別職の職員で非常勤のものの報酬
および費用弁償に関する条例の一部
改正

地域公共交通会議委員　日額５，５００円（１２人）
の追加。

可　　　決
（全員賛成）

税条例に一部改正 個人住民税における住宅ローン特別控除の創設およ
び引用条項等の追加。

可　　　決
（全員賛成）

国民健康保険税条例の一部改正 配当所得を有する場合、総所得金額等に配当所得を
加えて所得割額を算定および引用条項等の追加。

可　　　決
（賛成 9 反対 2）

国民健康保険条例の一部改正 平成２１年１０月１日から出産一時金を３９万円と
する。

可　　　決
（全員賛成）

グループハウス設置等に関する条例
高齢者が自立した生活を維持できるよう支援するた
めに設置。
町内に引続き１年以上居住。入居定員５人。使用料
月額２万円。

可　　　決
（賛成 9 反対 2）

農村総合整備モデル事業分担金徴収
条例の廃止

平成５年度から平成１７年度まで事業推進がされた
が、事業完了による条例廃止。

可　　　決
（全員賛成）

【補正予算関係】
議案件名 概　　　　　　　　　要 審議結果

平成２１年度一般会計補正予算
（第３号）

補正額 66,750 千円の追加。町公共交通のあり方調査
委託、子育て応援特別手当、サクランボ栽培設備導
入、教育施設整備など。

可　　　決
（賛成10 反対1）

平成２１年度国民健康保険特別会計
補正予算（第１号）

補正額 22,285 千円の追加。
健康づくり事業委託、共同事業拠出金など。

可　　　決
（賛成10 反対1）

平成２１年度老人保健医療事業特別
会計補正予算（第１号）

補正額 3,261 千円の追加。
各種補助金の過年度分収入。

可　　　決
（全員賛成）

平成２１年度下水道事業特別会計補
正予算（第１号）

補正額 6,698 千円の追加。
自治会施設水洗便所改造補助など。

可　　　決
（全員賛成）

平成２１年度介護保険特別会計補正
予算（第１号）

補正額 13,504 千円の追加。
前年度補助金の精算返還分など。

可　　　決
（賛成10 反対1）

平成２１年度後期高齢者医療事業特
別会計補正予算（第１号）

補正額 609 千円の追加。
後期高齢者医療広域連合納付金。

可　　　決
（賛成 9 反対 2）

【その他】下記以外に 7 件の議案がありました。
議案件名 概　　　　　　　　　要 審議結果

彦根市と定住自立圏形成協定の締結
人口定住のために必要な生活機能を確保しつつ、協
調および連携を図りながら圏域全体の住民福祉の向
上および地域振興を図る。

可　　　決
（賛成 9 反対 2）

ディサービスセンター「せせらぎ」
の指定管理者の指定の議決を求める

指定管理者　社会福祉法人　甲良町社会福祉協議会
指定期間　　平成21年10月1日から平成25年3月31日

可　　　決
（全員賛成）

ディサービスセンター「けやき」の
指定管理者の指定の議決を求める

指定管理者　財団法人　豊郷病院
指定期間　　平成21年10月1日から平成25年3月31日

可　　　決
（全員賛成）

グループホーム「らくらく」の指定
管理者の指定の議決を求める

指定管理者　財団法人　豊郷病院
指定期間　　平成21年10月1日から平成25年3月31日

可　　　決
（全員賛成）

町道の廃止及び認定 廃止路線　1 路線（大字長寺）
認定路線　3 路線（大字長寺、大字尼子、大字池寺）

可　　　決
（全員賛成）
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平
成
21
年
９
月
定
例
議
会
は
、
９
月
９
日
か
ら
９

月
25
日
ま
で
の
17
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
報
告
３
件
、
認
定
10
件
、
議
案
24
件
、

そ
の
他
２
件
が
提
出
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
原
案
の

と
お
り
認
定
、
可
決
、
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
９
月
11
日
に
５
人
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　

審

議

内

容

報 
告
（
３
件
）

財
政
健
全
化
判
断
比
率
報
告

　

平
成
20
年
度
一
般
会
計

の
財
政
健
全
化
比
率
の
報

告
（
左
図
の
と
お
り
）

下
水
道
事
業
特
別
会
計
資
金

不
足
比
率
報
告

　

平
成
20
年
度
下
水
道
事

業
特
別
会
計
の
資
金
不
足

比
率
の
報
告

（
資
金
不
足
は
無
い
）

水
道
事
業
会
計
資
金
不
足
比

率
報
告

　

平
成
20
年
度
水
道
事
業

会
計
の
資
金
不
足
比
率
の

報
告

（
資
金
不
足
は
無
い
）

平成２０年度決算を認定平成２０年度決算を認定
一般会計　32億8,417万円　前年度より　      2,481万円減

特別会計　24億1,903万円　前年度より　7億9,123万円減

財政健全化判断比率の状況
甲良町 早期健全化基準

実 質 赤
字 比 率 ― 15.00％

連 結 実 質
赤 字 比 率 ― 20.00％

実質公債費
比 　 　 率 7.6％ 25.00％

将 来 負
担 比 率 19.7％ 350.00％

※実質赤字比率および連結実質赤字比
率は、実質収支が黒字のため比率は
でません。

決 算 認 定 の 概 要 単位：万円

会計別 歳　入 歳　出 差　引 貯　金
( 基金積立）

借　金
( 地方債 ) 滞　納 採決 ( 人 )

賛成 反対

一 般 会 計 34 億 4,157 32 億 8,417 1 億 5,740 11 億 3,417 36 億 8,985 7,568 10 1

国 民 健 康
保 険 会 計 9 億 3,608 9 億 0,213 3,395 1,530 0 4,711 10 1

老人保健会計 9,026 9,016 10 0 0 0 11 0

下 水 道 会 計 7 億 1,394 7 億 0,824 570 3,512 47 億 6,153 1,544 10 1

住宅新築資金
等 貸 付 会 計 9,236 9,231 5 0 1 億 9,003 1 億 7,092 10 1

土地取得造成
会計造成会計 441 441 0 0 0 0 10 1

墓地公園会計 1,874 1,866 8 738 0 0 11 0

介護保険会計 5 億 6,949 5 億 5,345 1,604 3,445 0 202 10 1

後 期 高 齢 者
保 険 会 計 4,997 4,968 29 0 0 27 9 2

水 道 会 計 2 億 2,257 2 億 9,779 △ 7,522 2 億 0,151 13 億 7,966 4,735 11 0

町 の 総 決 算 61 億 3,939 60 億 0,100 1 億 3,839 14 億 2,793 100億2,107 3 億 5,879

議  案（24 件）
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予算決算常任委員会報告

北川豊昭委員長

◎
一
般
会
計
決
算

　

歳　

入

　
　

町
税
の
不
納
欠
損
は

７
、１
１
２
千
円
で
あ
る
が
、

年
度
別
理
由
別
明
細
は
。

　
　

平
成
14
・
15
年
度
分
で
、

町
民
税
で
は
、
死
亡
４
件
、

所
在
不
明
３
件
、
生
活
困
窮

43
件
、
固
定
資
産
税
で
は
、

死
亡
12
件
、
所
在
不
明
８
件
、

倒
産
２
件
、
生
活
困
窮
67
件
、

軽
自
動
車
税
で
は
、
死
亡
２

件
、
所
在
不
明
３
件
な
ど
で

あ
る
。

　

歳　

出

　
　

外
出
支
援
事
業
委
託
の

今
後
の
方
向
性
は
。

　
　

新
甲
良
町
総
合
計
画
の

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い

て
、
公
共
交
通
手
段
へ
の
不

安
が
大
き
く
表
わ
れ
て
い
る

の
で
、
町
公
共
交
通
の
あ
り

方
調
査
業
務
に
も
提
案
す

る
。

　
　

住
民
の
家
の
葉
刈
り
等

は
、
処
理
に
困
っ
て
い
る
が

　委員会に付託を受けた一般・特別会計の決算議案 10 件、補正予算議
案 6 件は、すべて認定、可決した。

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

　
　

野
焼
き
を
減
ら
す
方
法

や
町
が
収
集
す
る
な
ど
、
今

後
検
討
す
る
。

　
　

せ
せ
ら
ぎ
街
路
灯
の
維

持
管
理
費
が
高
く
苦
慮
し
て

い
る
。
町
で
維
持
管
理
で
き

な
い
か
。

　
　

集
落
内
は
自
治
会
で
集

落
間
は
町
の
管
理
だ
が
、
今

後
は
商
工
会
と
検
討
す
る
。

　
　

学
校
給
食
の
地
産
地
消

の
状
況
は
。

　
　

野
菜
は
、
せ
せ
ら
ぎ
農

園
か
ら
32
％
、
米
は
、
１
０

０
％
で
あ
る
。

◎
国
民
健
康
保
険
会
計

決
算

　
　

資
格
証
明
等
の
発
行
数

は
。

　
　

資
格
証
明
28
件
、
短
期

保
険
証
47
件
。

　
　

特
定
健
康
診
査
の
受
診

率
が
低
い
よ
う
に
思
う
が
。

人
間
ド
ッ
ク
の
申
込
み
枠
を

増
や
せ
な
い
か
。

　
　

県
下
で
５
・
６
番
で
あ

る
。
人
間
ド
ッ
ク
の
枠
の
増

は
、
県
と
の
補
助
金
調
整
と

予
算
と
の
兼
ね
合
い
が
必
要

で
あ
る
。

◎
下
水
道
会
計
決
算

　
　

国
・
県
の
補
助
金
と
公

債
費
と
の
比
較
検
討
か
ら
、

使
用
料
減
額
の
方
向
性
を
ど

う
検
討
し
て
い
る
か
。

　
　

公
債
費
充
当
財
源
は
、

基
金
繰
入
金
、
一
般
会
計
繰

入
金
、
町
債
で
あ
る
。
今
後
、

水
洗
化
率
が
上
が
り
使
用
料

が
増
加
す
れ
ば
、
公
債
費
に

充
当
も
で
き
る
と
考
え
る
。

◎
住
宅
新
築
資
金
等
貸

付
会
計
決
算

　
　

10
月
よ
り
収
納
促
進
課

に
ス
タ
ッ
フ
が
配
置
さ
れ
る

が
滞
納
整
理
を
ど
う
す
る
の

か
。

　
　

各
担
当
課
に
徴
収
グ

ル
ー
プ
を
置
き
、
担
当
分
野

を
定
期
的
に
滞
納
整
理
し
て

い
る
。

◎
土
地
取
得
造
成
会
計

決
算

　
　

額
の
確
定
後
入
金
の
な

い
部
分
は
、
調
定
に
計
上
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

実
情
把
握
し
確
定
し
た

ら
今
後
は
計
上
す
る
。

◎
墓
地
公
園
会
計
決
算

　
　

平
成
20
年
度
末
の
残
債

は
ど
れ
く
ら
い
か
。

　
　

繰
り
上
げ
償
還
を
全
額

し
て
お
り
、
今
年
度
末
で
無

く
な
る
。
今
後
は
一
般
会
計

に
返
し
て
い
く
。

◎
介
護
保
険
会
計
決
算

　
　

認
定
者
の
う
ち
18
人

が
利
用
し
て
い
な
い
が
理
由

は
。

　
　

理
由
は
わ
か
ら
な
い
。

今
後
更
新
時
に
確
認
す
る
。

◎
水
道
事
業
会
計
決
算

並
び
に
事
業
報
告

　
　

新
設
配
水
管
工
事
補
助

金
と
は
。

　
　

個
人
の
配
水
管
取
り
出

し
に
対
し
て
要
綱
に
合
え
ば

20
％
の
補
助
金
を
出
す
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　
　

定
住
自
立
交
付
金
配
分

金
の
充
当
先
は
。

　
　

総
務
費
の
定
住
自
立
推

進
費
１
、７
９
０
千
円
と
農

林
水
産
業
費
の
農
業
振
興
費

に
４
、０
９
０
千
円
充
当
。

　
　

理
科
教
育
施
設
整
備
費

の
内
容
は
。

　
　

国
の
指
導
要
綱
に
基
づ

く
、
人
体
模
型
等
の
備
品
購

入
で
あ
る
。

平
成
21
年
7
月
22
日
か
ら
24
日
の
3
日
間
に
わ
た
り
、
平
成

20
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
歳
入
、
歳

出
決
算
の
審
査
が
行
わ
れ
た
。

　

一
般
会
計

【
歳 

入
】

　

自
主
財
源
の
増
額
確
保
は

困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
税

や
使
用
料
を
確
実
に
徴
収
す

る
こ
と
と
、
課
税
漏
れ
を
な

く
す
こ
と
を
徹
底
し
、
収
入

確
保
に
最
大
限
の
努
力
を
さ

れ
た
い
。

　

唯
一
の
自
主
財
源
が
こ
の

ま
ま
で
は
予
算
を
組
む
こ
と

の
困
難
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
引
き
続
き
増
収
に
努
め

ら
れ
た
い
。

【
歳 

出
】

　

平
成
18
年
3
月
策
定
の

「
甲
良
町
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
、
議
論
や
協
議
を

徹
底
し
、
人
件
費
の
削
減
や

不
要
不
急
の
事
業
見
直
し
等

に
よ
る
歳
出
削
減
及
び
未
収

金
対
策
に
よ
る
収
入
の
確
保

に
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
み
、
今
後
も
経
常
経
費

の
抑
制
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

特
別
会
計
・
企
業
会
計

◎
国
民
健
康
保
険
会
計

　

病
気
の
早
期
発
見
、
早
期

治
療
、
多
重
受
診
者
へ
の
訪

問
や
日
常
生
活
で
の
健
康
づ

く
り
を
支
援
し
、
医
療
費
の

適
正
化
と
抑
制
に
努
め
る
こ

と
。

◎
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
会
計

　

初
年
度
に
２
６
９
千
円
の

収
入
未
済
額
（
滞
納
）
が
あ

る
。
滞
納
整
理
は
、
初
期
対

応
が
重
要
で
あ
り
、
増
加
し

な
い
よ
う
十
分
納
付
義
務
を

理
解
し
て
も
ら
う
と
と
も
に

徴
収
に
努
め
ら
れ
た
い
。

◎
老
人
保
健
医
療
会
計

　

本
会
計
は
「
国
民
健
康
保

険
会
計
」「
後
期
高
齢
者
医

療
会
計
」
へ
移
行
さ
れ
た
。

３
年
間
は
本
会
計
を
残
し
、

整
理
す
る
と
の
こ
と
。

◎
下
水
道
事
業
会
計

　

使
用
料
及
び
分
担
金
の
収

入
未
済
額
（
滞
納
）
が
、
前

年
に
比
べ
て
増
え
て
お
り
、

時
効
中
断
の
措
置
を
取
り
、

確
実
な
徴
収
事
務
を
執
行
さ

れ
た
い
。

　

下
水
道
の
普
及
率
が
99
・

1
％
に
比
べ
水
洗
化
率
が

53
・
0
％
と
低
い
こ
と
か
ら
、

水
洗
化
率
の
向
上
対
策
の
検

討
を
図
ら
れ
た
い
。

◎
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
会

計

　

収
入
未
済
額
が
増
加
し
て

お
り
、
収
納
率
が
落
ち
た
理

由
を
分
析
し
、
例
年
並
み
の

収
納
率
を
確
保
す
る
よ
う
に

努
力
を
す
る
こ
と
。

　

滞
納
を
こ
の
ま
ま
放
置
す

る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
今

後
は
法
的
措
置
を
取
る
時
期

を
検
討
す
る
な
ど
創
意
工
夫

し
て
滞
納
に
歯
止
め
を
か
け

る
べ
き
で
あ
る
。

◎
土
地
取
得
造
成
会
計

　

残
る
土
地
に
つ
い
て
も
早

急
に
処
分
し
、
土
地
代
金
の

回
収
と
固
定
資
産
税
の
賦
課

に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

未
処
分
の
町
有
地
に
つ
い

て
は
、
地
籍
調
査
業
務
と
連

携
し
、
現
況
把
握
を
行
う
と

と
も
に
、
管
理
の
強
化
を
図

り
、
現
状
の
回
復
・
改
善
に

努
め
ら
れ
た
い
。

◎
墓
地
公
園
会
計

　

現
在
、
整
備
さ
れ
た
墓
地

の
処
分
の
率
は
47
・
5
％
で

あ
り
、
少
し
で
も
早
期
に
処

分
が
さ
れ
る
よ
う
望
む
。

◎
介
護
保
険
会
計

　

今
後
も
認
定
者
が
減
る
こ

と
は
考
え
ら
ず
、
筋
力
向
上

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
転
倒
防
止

教
室
・
せ
せ
ら
ぎ
サ
ロ
ン
等

の
介
護
予
防
事
業
に
積
極
的

に
参
加
を
呼
び
か
け
、
介
護

給
付
費
の
抑
制
に
努
め
ら
れ

た
い
。

◎
水
道
事
業
会
計

　

石
綿
管
の
更
新
が
平
成
21

年
度
完
了
予
定
で
あ
り
、
有

収
率
は
91
・
4
％
で
あ
っ
た
。

漏
水
件
数
も
減
少
し
、
水
道

水
の
安
定
し
た
供
給
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
た
。
今
後

も
そ
の
努
力
を
怠
ら
ず
、
不

正
取
水
の
再
発
防
止
に
最
善

を
尽
く
さ
れ
た
い
。

　

結　

論

　

予
算
の
執
行
及
び
、
財
産

の
管
理
に
つ
い
て
は
、
お
お

む
ね
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い

る
と
認
め
ら
れ
た
。

　

国
の
「
三
位
一
体
改
革
」

や
、
県
の
「
財
政
危
機
回
避

の
た
め
の
構
造
改
革
」
に
よ

り
厳
し
い
収
入
不
足
に
見
舞

わ
れ
た
が
、
事
務
事
業
の
見

直
し
や
経
費
の
削
減
に
努
め

た
こ
と
は
評
価
し
た
い
。

　

脆
弱
な
財
政
基
盤
で
、
自

主
財
源
に
乏
し
く
、
多
く
は

依
存
財
源
に
頼
っ
て
い
る
。

　

中
で
も
、
地
方
債
の
現
在

高
は
総
額
１
０
０
億
２
１
、

０
７
３
千
円
で
、
前
年
比
２

億
４
０
、
０
５
１
千
円
の
減

額
に
な
っ
た
が
、
依
然
と
し

て
大
き
な
借
金
を
抱
え
て
い

る
。

　

近
隣
の
市
町
と
比
べ
る

と
、
保
育
セ
ン
タ
ー
や
地
域

総
合
セ
ン
タ
ー
な
ど
特
別
な

要
因
は
あ
る
が
、
人
件
費
等

の
割
合
は
高
い
と
考
え
ら
れ

る
。
今
後
も
危
機
感
を
持
っ

て
、
行
財
政
運
営
の
ス
リ

ム
化
に
向
け
努
力
し
、
人
件

費
等
の
抑
制
に
努
め
ら
れ
た

い
。

　

徴
収
金
の
滞
納
状
況
は
、

前
年
度
よ
り
５
、
９
３
７
千

円
増
え
、
３
億
５
８
、
７
８

５
千
円
と
な
っ
た
。
累
積
額

は
毎
年
最
高
額
を
塗
り
替
え

て
い
る
。

平成 20 年度
各会計決算審査意見書
                          （概要）

上田勝 識見監査委員 木村修 議会選出監査委員
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宮嵜光一 議員

改修が待たれる交差点

　
　

児
童
た
ち
の
ク
ラ
ス
編

成
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
、中
学
校
・
高
校
、

大
学
へ
の
進
学
で
問
題
は
な

い
の
か
。

　
　

教
育
長

　

甲
良
町
で
は
知
的
障
害
と

自
閉
症
・
情
緒
障
害
そ
し
て

改修要望の池寺交差点

身
体
病
弱
と
言
う
３
種
類
の

学
級
を
編
成
し
、
全
体
で
６

学
級
編
成
し
て
い
る
。

　

進
路
は
、
滋
賀
県
は
非
常

に
進
ん
で
い
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
養
護
学
校
高
等
部
に

73
％
、
高
校
に
13
％
の
生
徒

が
進
ん
で
い
る
。

　
　

こ
の
モ
デ
ル
事
業
と
は

ど
う
い
う
も
の
で
、
な
ぜ
こ

の
事
業
が
で
き
た
の
か
。

　
　

産
業
振
興
主
監

　

洪
水
・
多
面
的
機
能
、
ま

た
農
業
用
水
と
し
て
使
わ
れ

て
い
る
た
め
池
群
で
、
そ
れ

を
い
か
に
管
理
し
て
行
く
か

と
い
う
部
分
か
ら
、
こ
の
モ

デ
ル
事
業
が
で
き
た
。

　
　

５
年
間
の
事
業
と
聞
い

て
い
る
が
、
い
つ
か
ら
始

ま
っ
た
事
業
な
の
か
。
ま
た

事
業
費
は
。

　
　

産
業
振
興
主
監

　

平
成
18
年
～
平
成
22
年
ま

で
の
５
カ
年
間
で
、
池
寺
お

よ
び
、
正
楽
寺
地
域
の
協
議

会
で
議
論
し
な
が
ら
進
め
て

い
る
。

　

事
業
費
は
、
両
地
区
と
も

15
百
万
円
で
年
間
３
百
万
の

事
業
費
で
あ
る
。

　
　

５
年
後
以
降
は
ど
う
な

る
の
か
。

　
　

産
業
振
興
主
監

　

平
成
22
年
度
が
終
わ
れ

ば
、
即
た
め
池
改
修
に
入
る

の
で
は
な
く
、
地
元
の
協
議

会
で
議
論
し
、
維
持
計
画
を

立
て
て
進
め
る
。

長
寺
地
区
の
事
故
多
発
交
差
点
の
改
善
策
を
問
う
！

　
　

県
道
北
落
豊
郷
線
の
山

本
米
穀
店
横
交
差
点
は
、
交

通
事
故
が
多
発
し
て
い
る

が
、
過
去
３
年
間
の
事
故
の

状
況
を
把
握
さ
れ
て
い
る

か
。

　
　

総
務
主
監

　

県
道
と
町
道
２
本
が
交
差

す
る
変
則
五
差
路
の
交
差
点

で
あ
り
、
町
道
が
若
干
広
い

こ
と
も
あ
っ
て
、「
止
ま
れ
」

の
標
識
は
、
県
道
側
に
つ
い

て
い
る
。

　

過
去
３
年
の
事
故
件
数

は
、
人
身
事
故
、
物
損
事
故

を
含
め
て
、
平
成
18
年
が
２

件
、
平
成
21
年
が
３
件
の
計

５
件
が
警
察
立
会
い
の
事
故

記
録
で
す
が
、
小
さ
な
事
故

は
そ
れ
以
上
あ
る
と
推
察
さ

れ
る
。

　

ま
た
、
事
故
当
事
者
は
、

町
内
の
方
が
２
人
で
、
町
外

の
方
が
８
人
で
あ
り
、
県
道

を
走
行
し
て
い
て
、「
止
ま

れ
」
の
標
識
を
無
視
し
た
場

合
が
多
い
状
況
で
あ
る
。

　
　

こ
の
交
差
点
改
良
は
、

15
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
地
元
要

望
が
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
過

と
今
後
の
見
通
し
は
。

　
　

総
務
主
監

　

県
土
木
事
務
所
へ
ア
ク

シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
努
力
し

て
い
た
が
、
交
差
点
改
良
し

な
け
れ
ば
信
号
機
が
つ
か
な

い
状
況
で
あ
る
。
今
年
度
も

区
か
ら
改
め
て
、
信
号
機
の

早
期
設
置
要
望
を
受
け
、
設

置
で
き
る
ま
で
努
力
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

県
・
警
察
の
協
議
を
待
っ

て
い
て
は
動
か
な
い
部
分
も

あ
り
、
早
急
に
何
ら
か
の
町

独
自
の
対
策
を
講
じ
る
予
定

で
あ
る
。

　

今
、
現
在
も
事
故
が
起

こ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ

る
。
一
刻
も
早
く
対
策
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

図
書
館
で
不
審
者
出
没

事
件
が
起
き
た
と
聞
き
ま
し

た
が
、
そ
の
と
き
の
状
況
と

対
応
は
。

　
　

図
書
館
長

　

事
件
発
生
は
、

７
月
12
日
の
16

時
30
分
ご
ろ
で

あ
り
、
１
人
で
図

書
室
に
い
た
小

学
生
の
女
子
児
童

に
、
男
性
変
質
者

が
下
半
身
を
見

せ
、
立
ち
去
っ
た

も
の
で
、
そ
の
時

は
、
児
童
は
何
も

言
え
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
、
家

に
帰
っ
て
か
ら
、

帰
宅
し
た
お
母
さ

ん
に
伝
え
、
17
時

図書館危機管理マニュアル作成は

30
分
ご
ろ
図
書
館
に
お
母
さ

ん
か
ら
電
話
が
あ
り
判
明
し

た
。

　

変
質
者
の
出
没
で
あ
り
、

駐
在
所
に
連
絡
す
る
よ
う
指

示
し
た
。

　
　

ち
ょ
っ
と
シ
ョ
ッ
キ
ン

グ
な
事
件
で
す
ね
。
そ
の
女

子
児
童
は
、怖
く
て
、シ
ョ
ッ

ク
で
職
員
に
も
何
も
言
え

ず
、
家
に
帰
っ
て
か
ら
お
母

さ
ん
に
伝
え
、
電
話
連
絡
で

よ
う
や
く
知
っ
た
。
と
い
う

時
間
の
誤
差
。
そ
こ
の
危
機

管
理
は
、
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
っ
た
の

か
。
ま
た
は
事
件
後
作
成
し

た
の
か
。

　
　

図
書
館
長

　

大
変
申
し
訳
な
い
が
、
事

件
当
時
は
危
機
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、

利
用
者
の
安
全
確
保
を
優
先

と
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
た
。

　
　

今
後
、
も
し
同
じ
よ
う

な
事
件
が
起
こ
る
と
困
り
ま

す
の
で
、
例
え
ば
、
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
や
職
員
の
配
置
転

換
な
ど
何
か
対
策
を
考
え
て

い
る
の
か
。

　
　

教
育
次
長

　

図
書
館
の
２
箇
所
の
出
入

り
口
を
正
面
玄
関
の
１
箇
所

に
し
、
事
務
室
の
す
り
ガ
ラ

ス
を
す
べ
て
透
明
の
ガ
ラ
ス

に
入
れ
替
え
て
、
常
に
誰
が

廊
下
を
歩
い
て
い
る
か
わ
か

る
よ
う
に
し
た
。
そ
し
て
、

事
件
の
あ
っ
た
部
屋
に
つ
い

て
は
、
常
に
巡
回
さ
せ
、
教

育
委
員
会
も
手
が
空
い
た
と

き
は
、
手
伝
う
よ
う
対
応
し

て
い
る
。

　

二
度
と
こ
の
よ
う
な
事
件

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
万
全

を
期
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

そ
の
他
に
、「
有
害
図
書

等
の
自
販
機
撤
去
に
つ
い

て
」
質
問
し
た
。

　
　

養
護
学
校
近

く
の
交
差
点
は
、

交
通
弱
者
に
立
っ

た
交
通
安
全
施
設

の
設
置
の
地
元
要

望
書
が
出
さ
れ
て

い
る
が
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の

か
。

　
　

建
設
水
道
主

監
　

県
道
改
良
事
業

に
は
、
町
道
と
の

交
差
点
改
良
は
現

在
は
含
ま
れ
て
い

な
い
。
視
界
は
相

当
改
善
さ
れ
る

が
、
通
行
者
の
安

全
確
保
に
向
け
て
、
県
に
要

請
し
協
議
す
る
と
と
も
に
、

町
道
交
差
点
改
良
は
、
別
途

検
討
す
る
。

児
童
の
発
達
障
害
は

た
め
池
群
広
域
防
災
機
能
増
進

モ
デ
ル
事
業
と
は

　
　

去
る
８
月
30
日
の
衆

議
院
総
選
挙
の
結
果
を
踏
ま

え
、
国
の
体
制
が
激
変
す
る

中
、
今
後
の
町
政
運
営
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

　
　

町
長

　

今
日
ま
で
40
数
年
間
働
い

て
き
た
な
か
で
、
農
村
整
備

を
中
心
に
国
に
も
パ
イ
プ
が

で
き
、
今
期
４
年
間
の
町
長

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
に
よ
り
、
県
・
国
に
広

が
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
更

に
そ
れ
を
活
か
し
、
甲
良
町

発
展
の
た
め
に
頑
張
る
所
存

で
す
。

　
　

来
る
町
長
選
挙
に
か
け

る
出
馬
の
決
意
を
改
め
て
求

め
る
。

　
　

町
長

　

前
回
の
立
候
補
と
い
う
の

は
、
三
位
一
体
計
画
を
主
眼

と
す
る
国
の
構
造
改
革
に
よ

り
、
収
入
財
源
が
大
幅
に
削

減
さ
れ
た
時
期
で
あ
り
ま
し

た
。「
お
金
が
無
い
と
き
だ

か
ら
こ
そ
、
み
ん
な
が
知
恵

や
汗
を
か
き
、
み
ん
な
で
や

れ
ば
で
き
る
。」
と
い
う
言

葉
を
合
言
葉
に
進
め
て
き
ま

し
た
が
、
さ
ら
に
進
め
る
た

め
に
、
町
政
を
担
当
し
て
い

き
た
い
と
の
思
い
で
い
っ
ぱ

い
で
あ
り
ま
す
。

　

２
期
目
の
公
約
（
意
欲
）

と
し
て
は
、
人
権
、
環
境
、

福
祉
、
教
育
、
そ
し
て
農
業
・

商
工
の
振
興
と
い
う
よ
う

に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
重
要
で
す

し
、
よ
り
具
体
化
を
目
指
し

ま
す
。

　

そ
の
他
に
、「
細
菌
性
ヒ

ブ
髄
膜
炎
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

補
助
の
創
設
に
つ
い
て
」
質

問
し
た
。

３０７号線の交通安全施設は

今
後
の
行
政
運
営
を
問
う
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藤堂与三郎 議員

小学校の授業風景

自
立
す
る
自
治
会
運
営
の
芽
生
え
を
歓
迎

　
　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

と
呉
竹
住
民
セ
ン
タ
ー
の
跡

地
建
物
の
管
理
に
つ
い
て
、

そ
の
払
い
下
げ
の
条
件
は
。

　
　

人
権
主
監

　

今
後
、
県
と
用
途
変
更
協

議
が
必
要
で
、
併
せ
て
条
例

改
正
も
必
要
と
な
る
。

　

今
後
の
地
元
協
議
の
な
か

で
、
現
状
の
ま
ま
無
償
で
の

譲
渡
を
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
施
設
維
持
管
理
は
、

地
元
区
で
お
願
い
し
た
い
。

　
　

私
は
、
本
当
に
こ
の
問

題
に
つ
い
て
、
す
ご
く
期
待

を
寄
せ
て
い
る
。
初
め
て
の

自
治
会
運
営
の
独
立
の
芽
生

え
だ
と
歓
迎
し
て
い
る
し
、

新
し
い
形
の
自
治
会
運
営
が

広
が
っ
て
い
っ
て
、
人
権
問

題
と
は
別
の
次
元
か
ら
自
立

を
さ
れ
る
方
向
性
が
示
さ
れ

る
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
両
地
区
に
対
す

る
今
後
の
行
政
、
あ
る
い
は

自
治
会
運
営
の
方
向
性
に
つ

い
て
、
行
政
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

　
　

町
長

　

公
共
施
設
の
払
い
下
げ
を

契
機
に
、
同
和
対
策
の
本
来

の
目
的
で
あ
る
地
域
住
民
の

自
立
が
芽
生
え
て
き
た
と
考

え
て
い
る
。
積
極
的
に
支
援

し
て
い
き
た
い
。

　

土
地
に
つ
い
て
は
、
基
本

的
に
町
の
も
の
と
し
て
、
施

設
の
整
備
は
、
一
定
の
整
備

を
し
て
同
じ
よ
う
な
条
件
で

行
な
う
。

　

ま
た
、
こ
の
２
地
区
に
限

ら
ず
、
各
集
落
で
も
更
新
の

時
期
で
あ
る
と
か
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
改

修
が
出
て
き
た
と
き
に
は
、

総
合
的
に
色
々
な
制
度
を
検

討
し
、
自
治
会
等
が
自
立
で

き
る
政
策
を
し
て
い
き
た

い
。

　
　

集
落
が
日
常
的
に
管
理

し
て
い
る
里
道
・
水
路
の
境

界
確
定
に
集
落
役
員
は
、
よ

く
出
役
し
て
い
る
。
公
図
上

で
は
あ
っ
て
、
現
地
は
無
い

と
い
っ
た
現
状
は
、

町
内
に
も
た
く
さ
ん

あ
る
と
思
う
。

　

３
年
前
か
ら
里
道

の
管
理
費
用
は
、
町

と
集
落
が
半
分
ず
つ

出
し
て
修
理
を
し
て

い
る
が
、
そ
こ
が
不

用
で
あ
る
と
の
結
論

に
な
っ
た
場
合
、
そ

の
払
い
下
げ
代
金

は
、
す
べ
て
町
に
収

納
さ
れ
る
。

  

　

私
は
、
維
持
管
理

に
見
合
う
部
分
は
、

集
落
に
還
元
さ
れ
て

当
然
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

建
設
水
道
主
監

　

制
度
的
に
、
集
落
へ
収
納

は
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

町
か
ら
の
還
元
と
な
る
と

新
た
な
制
度
で
あ
る
が
、
今

後
、
地
籍
調
査
等
に
よ
り
数

多
く
発
生
す
る
可
能
性
も
あ

る
の
で
検
討
す
る
。

集落の里道維持管理に還元を！

　

小
学
校
英
語
必
修
に

専
任
の
英
語
教
師
を　

　
　

平
成
23
年
か
ら
小
学
校

５
、６
年
生
か
ら
必
修
化
さ

れ
る
英
語
教
育
に
つ
い
て
、

教
育
長
、
町
長
の
基
本
的
な

考
え
は
。

　
　

教
育
長

　

中
学
校
の
英
語
教
育
を
考

え
る
と
き
、
前
段
の
指
導
と

い
う
こ
と
で
、
小
学
校
の
学

習
内
容
の
範
ち
ゅ
う
と
し
て

非
常
に
い
い
こ
と
で
あ
る
。

　
　

町
長

　

世
界
の
共
通
語
で
あ
る
英

語
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
子

ど
も
た
ち
の
中
に
、
こ
う
し

て
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
は
、

大
賛
成
で
あ
り
、
積
極
的
に

支
援
し
て
い
き
た
い
。

　
　

私
の
要
望
と
し
て
は
、

３
、４
年
生
か
ら
週
１
回
の

取
り
組
み
を
お
願
い
し
て
、

５
、６
年
生
は
週
２
回
の
取

り
組
み
に
よ
っ
て
、
本
当
に

英
語
に
親
し
み
、
プ
ラ
ス
に

な
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
専

任
を
１
人
置
き
、
両
小
学
校

で
実
施
し
て
ほ
し
い
が
ど
う

か
。

　
　

教
育
長

　

専
任
で
い
れ
ば
、
１
年
生

も
接
す
る
こ
と
が
で
き
、
私

も
ま
っ
た
く
同
感
で
あ
る
。

１
人
が
、
同
じ
内
容
、
同
じ

レ
ベ
ル
、
同
じ
も
の
で
教
え

て
い
き
た
い
。
今
の
段
階
で

は
、
そ
の
よ
う
な
形
で
導
入

し
た
い
構
想
を
持
っ
て
い

る
。

　

そ
の
他
に
、「
グ
ル
ー
プ

ハ
ウ
ス
の
24
時
間
管
理
体

制
」
を
質
問
し
た
。

で
失
格
を
し
た
業
者
の
差
額

は
何
と
14
万
円
で
す
。
14
万

円
の
予
定
価
格
に
対
す
る
割

合
は
１
万
分
の
７
・
86
で
す
。

こ
う
い
う
金
額
は
芸
当
で
は

で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
あ
る

情
報
を
共
有
し
な
け
れ
ば
で

き
な
い
と
思
い
ま
す
が
。

　
　

総
務
主
監

　

入
札
は
、
各
社
の
責
任
見

積
り
に
よ
る
応
札
額
で
す
。

予
定
価
格
書
の
予
定
価
格
以

下
、
最
低
制
限
価
格
以
上
に

照
ら
し
て
落
札
を
決
定
し
て

い
ま
す
。

　
　

高
率
落
札
だ
け
が
談
合

だ
と
い
う
固
定
概
念
だ
け
で

い
い
か
ど
う
か
。
官
製
が
関

与
し
な
け
れ
ば
談
合
は
で
き

な
い
仕
組
み
も
１
つ
あ
り
ま

す
。

　
　

総
務
主
監

　

行
政
は
、
談
合
情
報
に
基

づ
き
記
録
に
ま
と
め
、
町
長

と
建
設
工
事
契
約
審
査
会
に

報
告
し
て
対
応
の
判
断
を
し

ま
す
。
調
査
に
値
す
る
場
合

は
入
札
を
中
断
し
、
事
情
聴

取
を
行
い
、
事
実
が
確
認
さ

れ
た
場
合
は
入
札
を
取
り
や

め
、
事
実
が
確
認
さ
れ
な
い

　
　

山
﨑
町
長
就
任
時
に
は

計
画
が
な
か
っ
た
呉
竹
セ
ン

タ
ー
改
築
と
福
祉
空
間
建
設

は
、
急
に
昨
年
後
半
で
浮
上

し
た
感
じ
で
す
。
町
長
が
繰

り
返
し
て
述
べ
て
い
る
ソ
フ

ト
事
業
だ
け
で
は
元
気
が
出

な
い
と
の
認
識
や
、
グ
ル
ー

プ
ハ
ウ
ス
設
置
に
か
か
わ
る

条
例
の
準
備
不
足
な
ど
を
考

え
る
と
、
交
流
村
建
設
拠
点

施
設
の
着
工
が
遅
れ
、
そ
れ

に
見
合
う
工
事
を
つ
く
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
惑

に
駆か

ら
ら
れ
ま
す
。

　
　

町
長

　

正
当
に
着
々
と
段
階
を
終

え
て
進
め
て
来
ま
し
た
。
当

初
は
確
か
に
財
政
事
情
も
あ

り
ま
し
た
。
で
も
、
そ
の
後
、

基
金
の
使
用
を
取
り
や
め
る

な
ど
、
計
３
億
円
の
事
業
費

を
節
約
し
、
元
気
に
な
る
制

度
、
政
策
を
す
す
め
て
き
た

も
の
で
、
談
合
の
疑
惑
を

我
々
が
推
進
し
て
い
る
よ
う

な
話
を
さ
れ
る
と
、
こ
れ
以

上
の
話
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　

入
札
前
日
に
指
名
11
業

者
の
う
ち
１
業
者
を
特
定
し

て
談
合
情
報
を
告
発
し
て
き

西澤伸明 議員

た
重
み
を
ど
の
よ
う
に
受
け

と
め
て
い
ま
す
か
。

　
　

総
務
主
監

　

情
報
提
供
者
が
匿
名
で
あ

り
、
情
報
も
不
十
分
で
し
た

が
、
県
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ

き
後
日
の
た
め
の
、
全
業

者
か
ら
誓
約
書
の
提
出
を
求

め
、
入
札
を
執
行
し
ま
し
た
。

入
札
会
ま
で
は
指
名
業
者
は

非
公
開
で
す
。
情
報
を
受
け

た
こ
と
は
残
念
で
す
。

　
　

残
念
な
こ
と
が
実
際
起

き
ま
し
た
。
な
ぜ
起
き
た
の

か
検
証
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
９
％
の
確
率
で
す
。
知

り
得
る
立
場
の
も
の
で
な
け

れ
ば
、
知
り
得
な
い
情
報
を

連
絡
し
て
こ
ら
れ
な
い
と
思

い
ま
す
が
。

　
　

総
務
主
監

　

オ
ー
プ
ン
に
な
っ
た
時
点

で
11
社
が
は
っ
き
り
し
た
の

で
あ
り
、
情
報
は
、
行
政
と

し
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い

て
整
理
し
ま
し
た
。

　
　

落
札
業
者
と
す
ぐ
上
の

額
で
入
札
を
し
た
業
者
の
金

額
、
非
常
に
微
妙
な
違
い
で

す
。

　

ま
た
落
札
業
者
と
そ
の
下

場
合
は
、
誓
約
書
を
提
出
さ

せ
、
入
札
執
行
を
し
ま
す
。

　
　

一
時
期
、
最
低
制
限
価

格
は
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
は
非
公
開
に
な
っ
て
い
ま

す
。
入
札
が
済
ん
で
も
公
表

し
な
い
理
由
が
成
り
立
た
な

い
と
考
え
ま
す
が
。

　
　

総
務
主
監

　

競
争
の
原
理
を
阻
害
す
る

面
も
あ
り
、
非
公
開
で
す
。

県
で
も
同
様
で
す
。

　

今
回
、
正
当
な
競
争
が
さ

れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、

業
者
、
町
民
は
実
際
に
納
得

し
て
い
ま
せ
ん
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

※
「
談
合
疑
惑
情
報
」
問
題
で
は
、
県

内
A
ラ
ン
ク
業
者
の
中
に
県
内
３

号
を
指
名
し
た
疑
問
、
地
元
業
者

育
成
の
た
め
の
共
同
組
織
づ
く
り
、

民
主
的
な
入
札
制
度
の
構
築
な
ど

を
質
問
。

※
４
年
の
任
期
を
や
が
て
迎
え
る
山
﨑

町
長
の
基
本
姿
勢
を
た
だ
す
。

※
ふ
る
さ
と
交
流
村
計
画
は
住
民
合
意

に
至
っ
て
い
な
い
実
態
を
考
慮
し
、

拠
点
施
設
は
凍
結
し
、
基
礎
的
論

議
を
重
ね
て
実
践
と
成
果
の
優
先

を
、
な
ど
質
問
し
た
。

公平・公正な入札制度を
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議
員
は
町
の

請
負
を
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
そ

の
会
社
の
役
員
に

も
な
れ
な
い
。
と

い
う
こ
と
が
地
方

自
治
法
（
第
92
条

の
２
）
に
定
め

ら
れ
て
い
る
。

　

議
員
が
入
札

に
参
加
し
、
札

を
入
れ
る
こ
と

は
、
入
札
規
定

か
ら
し
て
妥
当

な
行
為
か
。

　
　

総
務
主
監

　

議
員
の
兼
業
禁
止
か
ら

す
る
と
、
ふ
さ
わ
し
く
な

い
。

 ―
 

甲
良
三
大
偉
人
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
て ―

　

去
る
10
月
４
日
（
日
）
豊

郷
小
学
校
旧
校
舎
群
講
堂
に

お
い
て
、
彦
根
市
と
愛
荘
町
、

豊
郷
町
、
甲
良
町
、
多
賀
町

の
１
市
４
町
が
湖
東
定
住
自

立
圏
形
成
協
定
合
同
調
印
式

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
９
月
定
例

会
に
お
い
て
議
会
の
議
決
を

受
け
、
各
市
町
議
会
議
員
が

立
会
い
の
も
と
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
後
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成

し
、
圏
域
全
体
の
住
民
福
祉

の
向
上
と
地
域
振
興
を
図
り

ま
す
。

藤
堂
高
虎
公
ツ
ア
ー
で
足
跡
を
た
ど
り
、
交
流
を
深
め
る

　
　

７
月
９
日
執
行
の
入
札

に
際
し
て
、
業
者
選
定
に
疑

問
を
感
じ
て
い
る
。

　

当
初
、
県
の
発
注
基
準
を

準
用
し
て
、
１
号
の
業
者
を

指
名
し
た
い
と
の
意
向
で

あ
っ
た
も
の
が
、
な
ぜ
、
３

号
の
業
者
を
指
名
し
た
の

か
。

　

ち
な
み
に
、
１
号
は
９
千

万
円
以
上
、
３
号
は
２
千
５

百
万
円
か
ら
５
千
万
円
以
下

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

資
格
（
工
事
の
実
績
、
従

業
員
の
数
、
資
本
の
額
、
経

営
の
状
態
な
ど
の
用
件
）
の

な
い
業
者
を
指
名
に
入
れ
、

入
札
に
参
加
さ
せ
た
こ

と
に
疑
問
を
も
っ
て
い

る
。

　

町
長
が
最
終
決
済
を

し
た
も
の
で
あ
る
が
、

地
元
業
者
優
先
、
地
元

業
者
育
成
と
の
大
義
名

分
は
、
国
の
通
達
を
こ

じ
つ
け
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

　
　

総
務
主
監

　

町
に
も
、
建
築
の
指
名
基

準
が
あ
り
、
A
・
B
・
C
と

分
け
、
A
は
県
の
１
号
か
ら

３
号
を
あ
て
、
請
負
標
準
額

は
３
千
万
円
以
上
と
な
っ
て

お
り
、
県
と
町
で
は
価
格
に

差
異
が
あ
る
。

　

ま
た
、
過
去
に
も
１
億
円

以
上
の
入
札
に
参
加
を
さ
せ

た
先
例
が
あ
る
。

　

な
お
、
国
の
通
達
に
つ
い

て
は
、
建
設
業
界
の
雇
用
、

仕
事
の
発
注
量
を
勘
案
せ
よ

と
の
こ
と
か
ら
、
町
内
業
者

の
育
成
に
と
援
用
（
引
用
）

し
た
も
の
で
あ
る
。

議員の入札参加は？

業
者
の
審
査
と
指
名
は
！

　

違
法
で
は
な
い
が
、
脱
法

行
為
で
あ
る
。
好
ま
し
く
な

い
。
慎
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

呉竹センターの工事現場

福祉空間の工事現場

最
後
に

彦根市と定住自立圏形成協定を締結

　

平
成
21
年
９
月
30
日
（
水
）
か
ら
10

月
２
日
（
金
）
の
３
日
間
、
四
国
の
愛

媛
県
・
香
川
県
の
高
虎
公
の
手
が
け
た

今
治
城
、
宇
和
島
城
、
大
洲
城
を
68
人

の
町
民
の
皆
さ
ん
が
た
ど
り
ま
し
た
。

　

地
元
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

方
に
、
高
虎
公
の
城
に
対
す
る
情
熱
、

建
設
手
法
な
ど
教
示
い
た
だ
き
、
参
加

者
全
員
が
高
虎
公
の
足
跡
を
た
ど
り
学

ぶ
こ
と
が
で
き
、
町
民
同
士
の
交
流
を

深
め
た
。

　
　

今
回
の
入
札
、
い
ろ
い

ろ
取
り
た
だ
さ
れ
て
い
る
。

　

私
の
耳
に
も
入
っ
て
い

る
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
に
対
し

て
、
町
長
、
釈
明
す
る
こ
と

が
あ
る
の
な
ら
、
ま
た
、
そ

う
い
う
事
態
で
誤
解
を
生
ん

だ
こ
と
に
反
省
す
る
よ
う
な

こ
と
が
あ
れ
ば
答
え
ら
れ
た

い
。

　
　

町
長

　

想
定
と
不
測
の
質
問
に
は

答
え
ら
れ
な
い
。
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秋
も
深
ま
り
つ
つ
あ
る
今
日
こ
の
頃
、
町
民

の
皆
様
方
に
は
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。　
　

　

さ
て
、
去
る
９
月
26
日
、
甲
良
東
小
学
校
の

運
動
会
が
お
こ
な
わ
れ
、
私
も
参
観
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
絶
好
の
運
動
会
日
和
に
恵
ま
れ
、

児
童
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
な
競
技
に
全
力
で
頑
張

り
大
変
充
実
し
た
運
動
会
で
し
た
。
私
も
す
ば

ら
し
い
感
動
と
た
く
さ
ん
の
元
気
を
も
ら
っ
た

よ
き
一
日
で
し
た
。　
　

　

た
だ
、
ふ
と
頭
の
片
隅
を
よ
ぎ
っ
た
の
は
、

い
か
に
少
子
化
時
代
と
は
い
え
50
数
年
前
の

私
た
ち
の
小
学
生
当
時
と
比
べ
れ
ば
在
校
生
の

数
が
約
４
割
程
度
ま
で
減
少
し
て
い
る
事
実
で

す
。
驚
き
と
共
に
い
ち
ま
つ
の
淋
し
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
講
じ
て
、
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
み
ま
た
育
て
る
こ
と
の
で
き
る
充
実

し
た
社
会
の
実

現
を
め
ざ
す
必

要
性
を
つ
く
づ

く
感
じ
ま
し
た
。

山 

﨑 

昭 

次

議会日誌
  8月
 8日 犬上ハートフルセンター夏祭り
 10日 びわこ京阪奈線鉄道建設期成同盟会総会
 11日 議会運営委員会
  米原駅整備促進規制同盟会総会
 17日 湖東定住自立圏一市四町合同研修会
 19日 国道３０７号改良促進協議会三府県合同会議
  学校給食センター運営委員会
 20日 例月出納検査
  国保運営協議会・介護保険運営協議会
 24日 下水道審議会、水道運営委員会
 25～26日全国議会広報研修会
 27日 彦根犬上広域行政組合定例会
  彦根市・犬上郡営林組合定例会
 28日 大滝山林組合定例会

  9月
 3日 議会運営委員会
 6日 愛犬同和教育研究大会
 8日 議会全員協議会
 9日 ９月定例議会（開会）
 11日 ９月定例議会　一般質問

 13日 町総合防災訓練
 15日 予算決算常任委員会
 17日 予算決算常任委員会
 24日 秋の交通安全運動、交通立哨
 25日 ９月定例議会（閉会）
 28日 例月出納検査・定期監査
 30日 町村議会広報研修会

  10月
 3日 滋賀県消防大会
 4日 湖東定住自立圏形成協定合同調印式
 5日 町村議会議長会第３回理事会
  国道８号バイパス建設促進期成同盟会促進要望活動
 6日 福井県三浜町議会より視察研修
   6～7日　町村監査委員全国研修会（東京）
 11日 津まつり
 14日 議会広報特別委員会
  町老人福祉大会
 16日 町村議会議長会創立60周年記念式典並びに議員研修会
 16～17日　日光市表敬訪問、日光東照宮秋季大祭
 22日 例月出納検査・定期監査
 27日  議会広報特別委員会

12月定例会は12月8日（火）開会の予定です。

　

甲
良
町
立
図
書

館
前
に
「
手
作
り

工
房
せ
せ
ら
ぎ
」

が
９
月
25
日
（
金
）

に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

　
「
パ
ン
工
房
せ

せ
ら
ぎ
」
で
作
っ

た
パ
ン
、
木
工
製

品
、
手
作
り
布
製

品
の
他
、授
産
施
設
「
せ
せ
ら
ぎ
」
で
丹
精
こ
め
て
作
っ

た
新
鮮
野
菜
を
毎
朝
収
穫
し
、
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

パ
ン
は
安
心
し
て
食
べ
て
い
た
だ
け
る
無
添
加
の
手

作
り
パ
ン
で
す
。

　

是
非
、美
味
し
い
手
作
り
パ
ン
を
お
試
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
コ
ー
ヒ
ー
や
ソ
フ
ト

ド
リ
ン
ク
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

手作り工房せせらぎ

営業時間
火曜〜金曜

午前 11時〜午後 3時


